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近年、コンシューマ向けパーソナルコンピュータ（以下パソコン）市場でファ

ンレスコンピュータが注目され始めている。 

テクノベインズでは、従来のパソコンの既成概念にとらわれず、業務や工業

用途で使用できる防塵性能を持った、小型で、非常に静かなファンレスコン

ピュータを開発した。バーコードスキャナやパソコンレジ製品など、業務シス

テムの販売や開発の際、お客様やエンジニアの要望により生まれた、世界

的に新しいタイプのコンピュータである。 

 

現場でのコンピュータトラブル  

業務用に使用されているコンピュータ本体の故障が最

近よく聞かれるようになってきた。その中でもコンピュータ

のファンによるトラブルが多くあることがわかった。 

高温の CPU を規定温度まで冷却する必要があるため、

CPU ファンは大きな風量を必要とする。CPU ファンは

CPUに取り付ける必要があるため、またコンピュータケー

スという空間的に大きな形状を用いることができず、小さ

なモータで、高速回転させるため、ファン自体や風の通り

道にホコリがたまると、回転数が落ちたり、風量が下がっ

たり、止まったりする。 

 

かつて、コンピュータと言えば空調の効いた、空気の

きれいな室内で使用することが基本であった。今ではさ

まざまな業務の現場での使用されている。コンピュータ

にとって厳しい環境での使用も要求される。 ファンに異常が発生すると、CPU は冷却不足が発生し、

熱暴走やプログラムエラーを発生するなど、動作不安定

なる。 

 

最近のコンピュータは、ケース内部にいくつもの空冷

用のファンを備えている。通常ほとんどのコンピュータで

CPU ファン、電源ファンが用いられており、さらにケース

ファン、ビデオチップファン、ハードディスクファンを備え

た機種もある。 

に

 また、異常高温の

際に CPU がシャット

ダウンできなかった

場合、発火など非常

に危険な状態となる

事が考えられる。 

 

現在のCPUは大変高速に動作するため、CPUデバイ

スが高温となり、外部からの強制的な冷却を必要としてい

る。そのため、CPUデバイス表面に放熱器（ヒートシンク）

をとりつけ、さらにその放熱器を小型の CPU ファンにより

冷却している。 

左：Intel社 Pentium4用ファン 右：VIA C3用ファン 

 

電源ファンは電源ユニット内で発生する熱の排気に用

いられることが多く、コンピュータケースの隙間のほか

CD-ROM、フロッピなどのドライブの開口部などから周囲

の空気が吸い込まれる。 

放熱器の狭い羽（フィン）の間にCPUファンにより空気

を強制的に流しこむため、ファンや放熱器に入り込んだ

ホコリが中に詰まりやすくなっている。 ほとんどのコンピュータでは空気が吸い込まれる部分

にエアフィルタなどによる防塵処理はなされていないた

め、周辺のホコリはそのままコンピュータ内部に吸い込ま

れてしまう。電源ファンやケースファンはホコリをコンピュ

ータケース内部に引き込むほか、騒音の大きな原因とも

なっている。 

周囲の空気に油やタバコの煙、排気ガスなどが含まれ

ている場合、吸い込まれたホコリのほとんどがコンピュー

タケース内部に吸着してしまう。 

 

複雑な処理の実行時など、CPU 負荷が高い状態では、

CPU 内部で非常に大きな電気エネルギーが消費され、

それは熱エネルギーとなる。小さな面積のチップの中で

発生する熱は、強制的な冷却を行わないと、ほんの数秒

で100度を越えるCPU表面温度となる。 

コンピュータを長時間連続して運転すると、ファンのト

ラブルが発生しやすくなる。 

 



ファンレスコンピュータによる問題解決 今回のファンレスコンピュータ開発計画では、オリジナ

ルのマザーボードを開発することも検討した。 コンピュータからファンをすべて取り除き、ケースを密

閉してしまえば、これらの問題は解決する。 しかし、グラフィカルユーザインターフェース（GUI）を

用いたプログラムが標準的となっている現在、多くの業務

や FA 制御などで用いるアプリケーションソフトウェアで

すら、標準的なOSをベースに開発を行っている。 

こうした発想から生まれたのが防塵ファンレスコンピュ

ータであるが、その実現にはいくつもの大きな技術的課

題をクリアする必要があった。 

 多くのソフトウェアエンジニアでスムーズに開発ができ

るようにWindows、Linuxといった標準的なOSが動作する

環境を提供する必要がある。 

コンピュータ用の CPU は絶えず高速化の一途をたど

ってきた。 

年を追うごとに CPU 消費電力が増え続け、ファンレス

コンピュータの実現からは遠ざかってきた。 

さらに OSやデバイスドライバなどインターネットを通じ

めまぐるしくアップデートされている今日、ユーザや開発

エンジニアが安心して使用できるためには、標準的なプ

ラットフォームを採用することが必要であると感じた。 

近年になり、モバイルコンピュータ需要などから低消費

対応のCPUが登場するようになってきた。 

しかし、モバイル用 CPU は一般的に入手が不可能で、

実際に自由な製品を開発することは不可能であった。 

結論として、EPIA マザーボードを採用することで、ソフ

ト開発者から見た場合、安定的で、汎用的なコンピュータ

の実現が可能となった。  

2002 年春 マザーボー

ド用チップセットメーカー

として有名な台湾 VIA 

Technologies 社から EPIA

という小型のマザーボー

ドが発表された。 

 

今回の開発では、UCM-0822A はコンピュータ本体に

AC電源を内蔵した。 

密閉式のコンピュータを開発するうえで、大きな熱源で

ある電源を内蔵することは、技術的に大きな壁の 1 つで

あった。当初電源を外付けするテストも行った。しかし、コ

ンピュータ用の AC 電源を外付けとした場合、必要な電

源容量からかなり大きなものとなる。電源を外付けとすれ

ば設計は楽になるが、使用する立場から考えると大変邪

魔なものである。 

VIA Technologies社ブースに展示された 

UCM-0822A (Computex Taipei 2003) 

 

これは同社の省電力タイプの CPU を搭載したマザー

ボードで、WindowsやLinuxなど標準のOSを動作させる

ことができる。 

実際の業務での使用を考慮して、開発は難しくなるが、

本モデルではあえて電源内蔵に挑戦した。 

小型にもかかわらずネットワークや SVGA、USB、シリ

アルポート、パラレルポートなど業務機器接続に必要な

インターフェース機能を１つのマザーボードにすべて組

み込んだ製品である。 

 

コンピュータシステム

全体での発想として、イ

ンストール時のみ必要

なCD-ROMやフロッピ

ーディスクはコンピュー

タに搭載しないこととし、

必要な場合のみ USB

接続により使用することとした。CD-ROM はドライブ自体

の故障率が高く、発熱や消費電力、防塵、管理外ソフトの

インストールなどの点から搭載を行わなかった。また、ネ

ットワーク接続やUSBメモリが普及してきた現在、フロッピ

ーディスクも登載していない。従来のパソコンとは異なる

点である。 

 

テクノベインズでは、EPIA マザーボードに独自の放熱

構造を付加し新たなる

放熱構造をもったケー

スなどを開発することに

より、コンピュータから

すべてのファンを取り

除くことに成功した。 

 

防塵ファンレスコンピュータの開発 
テクノベインズでは過去に 80286 および 80386 といっ

た CPU を用いた AT コンパチブルのマザーボードや

EGAビデオカードなどの回路設計を行っている。 

 

内部発熱を最低限に抑え、ケース内部も熱伝導を行う

構造とすることで、従来のコンピュータでは必要であった



防塵性能により 冷却用の空気が流れるケース通風孔をすべてなくすこと

に成功した。  工場、倉庫、ホームセンターなど 

CPU に大きな負荷をかけた場合、発熱量がかなり大き

くなり、放熱実験や対策に半年

ほど要した。 

  綿ホコリ、砂、紙粉、製材粉、鉄粉などが浮遊する 

環境 

 

さらにコネクタキャップおよ

びケース隙間を処理すること

で、IP5Xクラスの防塵に成功し

た。（試験機では、JIS 防塵試

験の最高レベルである IP6X

（耐塵）まで対応できることを確

認した。） 

 店舗でのPOS・レジ、キッチンなどで 

  油煙の上がる厨房 

  ピザ屋、パン屋など小麦粉等の加工を伴う食品店 

  密閉式なのでゴキブリなど害虫も入りにくい。 

 

 駐車場管理室、有料道路料金所、ドライブスルー、 

路面店舗 

  排気ガスや砂ホコリなど JIS防塵試験中のUCM-0822A 

  

静音性能により  

UCM-0822A は機械的動作を行う唯一の部品としてハ

ードディスクを使用している。 

 エステサロン、病院・介護などのベッドサイド 

 図書館、研究室、高級店舗など 

いろいろな意味で、コンピュータ運用においてハード

ディスクは非常に重要な部品である。 

 

密閉性能により 

われわれは動作時の騒音が小さい流体軸受ベアリン

グとよばれる技術を用いた 2.5 インチハードディスクを採

用した。 

 クリーンルームなどでの応用 

 

各種装置の制御 

このハードディスクはノートブックパソコンなどでも用い

られるほど消費電力も小さく、発熱も少ない。 

  セキュリティコントローラ 

  Webサーバ、Webカメラの制御 

さらにUCM-0822Aの密閉構造ケースにより、ハードデ

ィスク動作時でも非常に静かなコンピュータとなってい

る。 

  計測装置のデータロギング 

 

防塵ファンレスコンピュータの稼働例 
首都圏を中心に 200 店舗ほど喫茶店舗をチェーン展

開されている株式会社シャノアール様では、防塵ファン

レスコンピュータ UCM-0822A をキッチンのオーダー処

理に利用されている。同社はコンピュータシステムによる

店舗運営に積極的に取り組まれている。 

また、ハードディスクは

簡単にメンテナンスがで

きるよう、リアパネルを開く

と簡単に交換ができるな

構造とした。 

オーダーが入ると、キッチンにおかれた UCM-0822A

にネットワークから注文情報が送られる。すぐ近くには調

理コンロなどの厨房設備があり、これまで一般的な小型

パソコンでホコリによるトラブルに悩まされていたが、防

塵ファンレスコンピュ

ータのテスト機による

数ヶ月の実稼働運用

で、これら問題が発

生しないことが確認

された。 

  

長時間運転を行う場合、一定期間ハードディスクへの

アクセスが行われない場合、ハードディスクの回転を止

める設定を行うことで、完全な静止状態での動作となり、

長時間連続運転等に対応できる。 

また、ハードディスクに変えて、DOM(Disk On 

Memory)を使用することで、完全なディスクレスシステム

の構築も可能である。 

 

防塵ファンレスコンピュータの応用例 
防塵ファンレスコンピュータは特に以下のようなケース

でより活躍できる。 

撮影協力：カフェシャノアール両国店様 

 

  



業務用システムにおける防塵ファンレスコン

ピュータの展望 
 

業務用としてのコンピュータ選択を考えた場合、調達

が容易で、安定に動作し、価格的にも民生用に近い物が

望まれている。 

パソコンなど現在多くのコンピュータは、マルチメディ

アやゲーム、CADなどでもとめられている最高速のCPU

を用いた製品か、最低限までコストを切り詰めとにかく低

価格としたエントリ用の製品という両極端な製品に分かれ

てしまっている。 

従来あったオフィス用コンピュータの多くのラインナッ

プは、サーバ用へ移行してしまった。 

FA用やオフィス用のコンピュータが以前は多数存在し

ていたが、日本独自のパソコン製造がなくなったあたりか

ら、ほとんど国内市場から姿を消してしまった。 

また、現在のコンピュータの製造は、シーズンごとの世

界的な需要予測から 1 モデルを 1 度の生産でつくり、そ

のシーズン中で売り切る方式をとっている。 

そのため、需要予測が外れると製品がシーズン途中で

不足したり、逆に売れなかった場合は大量放出されたり

して市場で値崩れする。 

そのためこれらコンピュータは業務システム用として選

択しづらくなっている。 

 

経済不況が長く続き、企業が設備投資を控え続けた結

果、その間に国内市場にあわせた多くのコンピュータハ

ードウェアは消えてしまった。 

しかし、商品情報のトレースや検索・管理が重要視され

てきている現在、バーコードスキャナ、バーコードラベル

プリンタなどと組み合わせた業務もネットワーク対応など

複雑な処理が必要となってきている。これら業務で使用

できるミドルレンジのコンピュータは今後さらに必要とな

ってくるものと考えられる。 

防塵ファンレスコンピュータは、今後業務で使用できる

ミドルレンジのコンピュータとして需要が高まるものと思わ

れる。 

 

 

最後に 
国内企業の場合、店舗や店頭で使用する装置に対し

て、特に自社専用装置を求める要望も高い。このような要

望に対して、テクノベインズでは設計・開発を自社で行い、

製造は協力工場での生産体制をとることにより、お客様

の要望に合わせたコンピュータを、少量から量産まで対

応した生産することができる。 

 

多くの方々の協力と、1年以上の開発期間により、われ

われのコンピュータを製品レベルまで仕上げることがで

きた。放熱や防塵など、これまでのコンピュータにない機

能の開発であったため、当初計画をはるかに超える期間

がかかってしまったが、それだけに満足できる仕上げと

なった。 

 

今回テクノベインズが開発した防塵ファンレスコンピュ

ータ UCM-0822A は、今まで世界にない新しい発想のコ

ンピュータである。そのため、市場や応用範囲などまだ

未知数であるので、新しい用途などがあれば、ぜひ活用

していただけることを願っている。 
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テクノベインズ株式会社 
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 [事業内容] 

・業務用コンピュータの開発・製造・販売 

・バーコードスキャナの輸入・販売 

・その他パソコンレジ周辺関連の開発・輸入・販売 

・ソフトウェア受託開発 
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